
行動データから「隠れた状態」を推定し、
全体ネットワークを予測する

手老篤史

背景と動機

同じ刺激でも、反応は経験や個体差によって変化する

観測できるのは「刺激」と「行動」。その間にある記憶・適応・個体差は直接見えない。

同じ刺激を反復
反応が次第に小さくなる

馴化
刺激の組合せ

新しい反応を獲得
条件付け

現状

同じ「反応の低下」でも、原因は一つとは限らない

観測データ
刺激 u(t) ／行動 y(t)

考えられる内部要因
馴化の進行 感受性の違い 刺激の履歴

行動だけを比べても、内部
状態と個体差を区別しにく

い

設定と記号・
研究紹介

刺激と行動の間に「隠れた内部状態」を置き、時系列データから推定する

刺激
u(t)

観測できない内部状態
x(t)：記憶・馴化・学習

θ：個体ごとの特性

行動
y(t)

dx/dt = F(x, u; θ) y = G(x, u)
推定した x(t)・θ・応答則 F から、個々の行動

原理を取り出す

展開

個々の行動原理を組み合わせ、ネットワークの形成と変化を予測する

個体の行動モデル
内部状態 x(t), 個体差 θ

相互作用の規則
誰が誰に影響するか
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全体ネットワーク産業への展開：設備の予兆保全／行動・利用データからの状態推定／交通・物流・通信
網の形成予測
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